
奥出雲町横田地域における公共公益施設の整備状況に関する分析

 

 

 

１．はじめに 

1.1 研究の背景・目的 
本研究では、島根県奥出雲町横田地域を対象とし、昭

和の自治体合併以前の旧自治体４集落における生活圏形

成や公共公益施設が、現在どのように整備されているか

を明らかにする事を目的とする。日本では少子高齢化が

進行しており、山陰地方においても深刻化している。特

に中山間町村である奥出雲町では都市部への人口流出、

働き手の高齢化を受け、特に平成期の町村合併以降、公

共公益施設の存続に大きな影響を及ぼしている。そこで、

本論では横田地域における公共公益施設の形成年代・規

模・立地を通して、旧自治体４集落の合併後の施設整備

状況を明確にする。	

1.2 研究方法 
（1）横田地域の公共公益施設の配置と各集落中心地区 

   のマップ作成 

対象４集落の公共公益施設を把握し、現在の分布状況

等を各集落中心地区のマップへプロットする。	

（2）実態調査 

奥出雲町横田地域の人口動態、産業構造の変化、公共

施設の整備状況の調査を行う。	

 

2．奥出雲町仁多・横田地域の概要（図 1） 

2.1 産業 

	 奥出雲町は島根県東部、中国地方の中山間地域に位置

し、たたら製鉄業を主幹産業として発展してきた。たた

ら製鉄の衰退以降も、鉄穴流しによって形成された土地

を活用し、棚田での米の生産や、有力なたたら経営者で

あった鉄師等により地域ブランドの発展、燃料としての

山林資源の利用など、かつて栄えたたたら製鉄業が現在

の地域産業に影響をもたらしている。	

2.2 奥出雲町における合併の変遷 

	 昭和期である 1955 年に三成・三沢・布勢・阿井・亀

嵩村が合併により仁多町となった。また、1957 年に横

田町、八川・馬木・鳥上村が合併により斐上町となり、

1958 年に横田町となった。平成期の 2005 年に仁多町・

横田町が合併により奥出雲町となっている。	

2.3 人口動態（表 2） 

	 奥出雲町は 1920 年から 1947 年までは人口が増加傾向	

にあったが、1955 年以降は減少傾向にある。2017 年で

は横田地域の総人口は 6,116 人で、中心地区の旧横田が

2,644人と約 44％を占め、他３集落は千人規模である。	
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表 1 4 集落別の施設形成年代表 

図 1 奥出雲町地図（調査対象地域） 
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3．整備年代と施設面積の分析 
3.1 施設整備年代（表 1） 

奥出雲町提供の固定資産データから表 1 を作成した。	

①各集落に共通する事項：中心地区の横田を除いた３

集落では、合併が行われた 2005 年の翌年 2006 年に一

斉にコミュニティセンターが設置されている。共通的

な施設の整備時期としては、中心地区である横田の整

備が継続的に進む中でも、特に 2004-2010 年を中心に

他３集落でも整備が断続的に進められている。	

②集落毎の特色：中心地区である横田では各年代で頻

繁に施設整備が行われている。他の３集落では合併後

も格納庫、診療所や幼児園などが設置され、集落機能

の維持に向けた配慮がされている。 
3.2 施設面積（表 3） 

表 1 に示す施設を行政施設、教育施設、医療福祉施

設、住宅、交通系施設、その他に分類し整理した。大

分類ごとの集落毎人口一人当りの施設面積の数値より、

整備状況の分析を行う。	

①横田：旧横田町の中心集落で、人口2,664人である。

分類別の施設面積の合計は教育が最も多く、次いでその

他と行政であり、横田中学校と奥出雲町役場横田庁舎が

あることが大きい。人口当たりの面積でも教育(3.51 ㎡/

人)が最も多く、次いでその他(3.19)と行政(2.59)である。

横田庁舎、横田中、高齢者生活ホームなど他の集落には

ない主要な公共公益施設が設置されており、住宅系の建

物も多くある。その他の分野としての育苗、農産物加工

といった農業関係の建物も多くあることが特徴である。 
②鳥上：横田に隣接しており、人口 873 人で、分類別の

施設面積は教育が最も多く、次いで行政である。人口当

たりの面積でも教育(3.03 ㎡/人)が最も多く、次いで行

政(1.46)である。４集落の中で最も人口が少ないことか

ら施設数が少なく、小学校の人口当たりの面積が横田の

倍あり(横田 1.12、鳥上 2.37)、最も大きい。また、たた

ら製鉄を伝える社会教育施設が多く見られる。	

③八川：横田に隣接しており、人口 1,382 人で、分類別

での施設面積は教育が最も多く、次いで行政である。人

口当りの面積でも教育が最も多く(2.19 ㎡/人)、次いで

行政である。農林漁業体験実習館、横田郷土資料館があ

り、社会教育系施設が整っているのが特徴である。	

④馬木：人口 1,197 人で、分類別の施設面積は教育が最

も多く(2.49㎡/人)、次いでその他である。人口当りの

面積でも教育が最も多い。畜産、繁殖などの農業関係の

建物の面積が大きいことが特徴である。	

⑤比較：中心地区の横田は他集落と比べて人口が多く、

施設数、規模共に充実している。対して他３集落間は同

程度の整備状況である。教育施設の施設数は少ないが、

４集落全てに小学校、幼児園がある。コミュニティセン

ターは全集落に設置され、他の集落が500 ㎡以下である

のに対し、人口の多い横田は約 1800 ㎡と大規模である。

診療所が人口の少ない鳥上と馬木に設置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 奥出雲町横田地域人口表（2017 年） 

 

表 4 4 集落毎の小学校の整備状況 

表 3 4 集落別の施設分類表 
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3.3 小学校の整備状況（表 4） 

	 横田地域の４集落では、現在でもそれぞれの集落中心

に小学校が存続している。	

①児童数：最も児童が多いのは横田小の 119人・8学級

で、次いで馬木小の 59人・7学級、八川小の 44人・5学

級、鳥上小の 36人・4学級の順になっており、八川小と

鳥上小は複式学級で運営されていると推測される。	

②児童数当りの面積：児童 1人当りの面積が最も大きい

のは鳥上小の 66.59 ㎡/人で、横田小の 25.09 ㎡/人が最

も小さい。４小学校ともに 2,000㎡以上の RC 造校舎を持

つことから、横田小以外の３校では空き教室などの余裕

スペースが多くあると推測される。	

	

4.各集落の特性と施設整備状況の分析 

	 図２〜５では、横田地域の横田、鳥上、八川、馬木の

４集落の集落中心エリアを図示し、ゼンリン住宅地図上

で確認できる施設をプロットした。 

4.1 共通施設の配置状況 

施設種別を分類し、各集落に共通する施設を確認する

と、小学校、幼児園、公民館、JA、郵便局、駐在所、診

療所の７つであった。 
共通する施設に関して、小学校を中心としてその配置

を確認すると、鳥上は半径 250m 圏内に立地、横田・八

川・馬木は半径 500m 圏内に立地している。共通施設の細

かな配置を見ると、横田は集約、鳥上と八川は隣接、馬

木は分散していることが確認できる。 
以降では、集落毎に中心エリアの施設配置を分析する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.2 横田（図 2） 

横田地域は川沿いに中山間地域としては比較的開けた

土地柄であり、奥出雲町内で唯一用途地域が指定されて

いる。小学校を中心とする半径 500m の中心部に役場、銀

行、病院、駅などの重要な施設が立地している。中心地

から 500m に幼児園、1.1kmに中学校・専門学校、1.6km

に高校が設置されている。他の３集落と異なり幼児園と

小学校が隣接せず離れた場所につくられているのは土地

が開けていることにより、離れていても利便性が悪くな

らないためだと考えられる。社会教育施設、高齢者生活

ホーム、農業関係の建物、住宅団地などが中心地から少

し離れた場所に点在している。また、近隣商業地域の部

分には量販店が見られる。周辺地域から通学や公共施設

利用、買い物など様々な目的で人が訪れるため、多くの

機能が集約化された地域である。	

4.3 鳥上（図 3） 

横田集落の東側山間部に位置する。集落西側の小学校

を中心とする半径250mに幼児園・コミュニティセンター

と併設の診療所・郵便局・駐在所といった共通施設がコ

ンパクトに集約しており、必要最低限の公共公益施設し

かないことが特徴である。こうした小学校を中心とした

エリアからは離れた場所に奥出雲町文化創作館、たたら

角炉伝承館、大炭焼き体験工房といった社会教育施設が

多く設置されている。	

4.4 八川（図 4） 

	 横田集落の南側山間部に位置する。小学校を中心とす

る半径500mに幼児園・コミュニティセンター・郵便局・	

	

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2 横田集落の中心エリアの状況 

図 3 鳥上集落の中心エリアの状況 
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JA・駐在所といった施設が集まっている。鳥上・馬木に

比べて、住宅地が集約しており、近隣に畜産センターや

運動公園、横田郷土資料館が設置されている。	

4.5 馬木（図 5） 

横田地域から南側の最も中国山地沿いにある。小学校

を中心とする半径 500m に幼児園・郵便局・駐在所・コミ

ュニティセンター・ショップなどの多くの施設がある。

比較的住宅が分散しており、小集落毎に５つの公民館が

配置されていることが特徴である。	

	

5.まとめ 

本研究では島根県奥出雲町横田地域を対象に公共公益

施設の整備状況を明らかにした。得られた知見は以下の

通りである。 
①旧横田町の中心であった横田は、現在でも奥出雲町横

田庁舎や中学校が立地するため、行政・教育・住宅など

の施設整備が進んでいる。 
②横田以外の３集落にも小学校・幼児園やコミュニティ

センターが設置・維持されており、集落維持に必要な施

設が存続している。特に平成の合併後の 2006年にコミュ
ニティセンターが新たに整備された。 
③各集落には小学校、幼児園、コミュニティセンターの

他にも、JA、郵便局、駐在所、診療所の共通する７つの

施設が見られ、これらは集落と日常生活の維持に重要な

施設であると言える。	

④小学校は４校維持されているが、横田小以外の３校で

は児童数に対する延べ床面積が大きく、余剰スペースが

多い状況であると思われる。	

⑤鳥上では小学校を中心とした 250m 範囲に、八川・馬木

でも同 500m 範囲の徒歩エリアに施設がコンパクトに設置

されていることも分かった。 
	

6.今後の課題 
	 奥出雲町横田地域は各集落機能の維持が図られて

いるが、近隣では中心部への機能集約も進んでおり、

こうした自治体との比較検討を進めたい。	
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図 3 鳥上集落の中心エリアの状況 

図 4 八川集落の中心エリアの状況 

図 5 馬木集落の中心エリアの状況 
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